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はじめに

令和４年度も新型コロナウィルス感染症の第７波や第８波が広がる中で、
利用者の生活を守る厳しい闘いが続いた。法人内の全ての事業所で感染が広
がり、３件がクラスターとなった。特に特養のクラスターでは、収束まで１
カ月以上を要した。クラスターにより顕現化した課題の解消に向けて、職員
一丸となって準備を進めている。また、電気料金や物資の急激な高騰、感染
対策費の増大、感染症拡大に伴う利用者減少等経営を圧迫する要素が拡大し
た。

広島県健康福祉局から５年ぶりに法人の実地指導と特養の運営指導があっ
た。どちらも大きな課題はなく概ね適正であると評価を受けた。特に特養の
運営指導においては、先進事例として他の事業所に紹介をしたいとの評価も
いただいた。昨年度から介護報酬改定を受けて、感染症や災害への対応力の
強化を図ってきた。今年度は懸案であった事業継続計画の策定と実地訓練を
実施し充実を図る。

社会福祉法等改正案を見ると「地域共生社会」の実現が今後の課題である。
その中では、社会福祉法人が地域福祉の拠点となることが求められている。
社会福祉法人興仁会は、「社会、地域における福祉の充実・発展」に寄与す
ることを使命とし、社会福祉事業の安定的・継続的経営に努めるとともに、
多様な生活課題や福祉需要に柔軟にかつ主体的に取り組む公共的・公益的か
つ信頼性の高い法人を目指して、事業を展開する。
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社会福祉法人

興仁会
基本理念

 高齢者の自立と尊厳を基調とした公平・公正なサービスを提供します。

 地域社会の一員として保健・医療等関連分野との連携を強化し地域社会に貢献しま
す。

 利用者一人ひとりのニーズと意思を尊重し、可能性の実現と生活の質の向上に努め
ます。

 常に誠意をもって、サービスが提供できるよう研修・研究に励み専門性の向上に努
めます。

【スローガン】
◆いつでも・どこでも・だれにでも 目配り・気配り・思いやり
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令和５年度 運営の柱

１．利用者の人権尊重とサービスの質の向上

２．地域における公益的な取り組みの推進と情報発信

３．専門性の向上とチーム力強化を図るための研修の充実
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方針１

利用者の人権尊重とサービスの質の向上
基本介護の充実と科学的介護の取り組み

・不適切ケアの改善 根拠を明確にした対応 チームケア

虐待防止 身体拘束防止 介護事故防止

・事故原因の究明 再発防止 リスクへの気づき

認知症ケアの標準化

・認知症の正しい理解と対応

・認知症予防と改善のための学習療法の充実
看取り
・適切な看取り対応のための研修
ハラスメントの排除
・研修の充実 相談窓口の機能化

苦情に対する適切な対応

・情報の公開と解決に向けた迅速で誠意ある対応
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方針２

地域における公益的な取り組みの推進と情報公開
社会福祉法人との連携

・県老人福祉施設連盟 県社会福祉法人経営者協議会

豊栄ネット 社会福祉協議会

公益的な取り組みと情報公開

・地域共生社会に向けた包括的な支援と多様な参加・協働の推進

・地域組織との連携

（地域センター 老人会 民生委員会 地域ボランティア）

・施設の開放 （見学 体験受け入れ）

・介護予防の促進 地域への出前授業

・施設ＰＲ活動の充実

・地域ぐるみの災害対策 合同避難訓練

・業務継続（利用者・職員の安全確保、サービス継続、地域貢献）
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方針３

専門性の向上とチーム力強化のための研修の充実

目標管理 と人事評価制度の活用
・法令法規の遵守 人権尊重 服務規律の徹底 個人情報の保護

・ストレスチェックを活用した健康管理

・危機管理能力（感染対応 災害対応）

・苑内研修（新人研修 全体研修 マナー研修 各部署研修）

・外部研修（喀痰吸引資格取得 認知症介護研修 キャリアアップ研修）

・自己研修
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研修の充実とチーム力強化

めざす職員像




